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平成 20年 3月

白石 市 教 育 委 員 会



例  言

1.本書は、白石市教育委員会が平成 18年度及び 19年度に実施した市内遺跡発掘調査事業にか

かる調査結果報告である。なお本事業は市単独経費及び一部事業主負担で実施した。市経費は

2,305千 円 (18年度、過去の調査資料整理を含む)、 1,779千円 (19年度同)である。

2.土層の色調表記については、『新版標準土色帖』 (小山・竹原、1996)を用いた。地図は白石

市土地情報提供GISを用いた。

3.検出遺構の略号は以下の通りである。

SI:竪穴住居跡  SD:溝 跡  SK:土 墳  Pi柱 穴

4.本事業の調査の実施は宮城県白石市教育委員会社会教育課 津田優佳 。日下和寿 (平成 18年

度)、 日下和寿・櫻井和人 (19年度)が担当した。報告書本文執筆は日下が担当した。ただし 17

頁～ 20頁に関しては佐藤敏幸氏が執筆作成した。資料整理は家納久美、岡部とき子、後藤美砂

緒、引地ゆかり、平間智恵、濱中一道、服部友里子、佐藤里栄があたった。

5。 発掘調査の実施、報告書作成等にあたっては、宮城県教育庁文化財保護課をはじめとする次

の機関・方々から多大なご協力をいただいた (敬称略)。

土師器、須恵器 菅原祥夫 (宮城県考古学会々員)、 石本弘 (白石市文化財保護委員)

佐藤敏幸 (宮城県考古学会々員)

中世陶器    千葉孝弥 (多賀城市埋蔵文化財調査センター)

近世陶磁器   佐藤 洋 (仙台市教育委員会)

発掘調査    石本弘、山崎夫妻、上野雄規夫妻

石器      村田弘之 (東北大学院文学研究科)、 俸田隆 (東北大学文学部)

宮城県大河原土木事務所、高橋建設株式会社、 (株)遊佐組、各地権者、事業主

6。 調査全般に指導いただいた故中橋彰吾白石市文化財保護委員長に哀悼の意を表する。

7.本事業の記録及び出土品は、白石市教育委員会社会教育課が保管しており、求めに応じて公

開している。
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第 1章 平成 18年度及び 19年度における埋蔵文化財調査概要

平成 18年度及び 19年度における市内の確認調査及び工事立会等箇所は第 1表にまとめた。こ

の 2ヶ 年度では発掘調査 (事前調査)2件、確認調査 18件、工事立会 60件 となっている。

農地転用、地下の埋蔵文化財に影響がある各種事業に関しては、事前に確認調査及び発掘調査

を実施している。掘削深度が浅い等の理由で埋蔵文化財に影響が少ない、過去の工事によって埋

蔵文化財が既に破壊された箇所 と考えられた箇所については工事立会としている。また下水道工

事では、掘削範囲が狭小であることから、原則 として工事立会 としている。

平成 18年度は確認調査を6件実施したものの、うち5件は遺構、遺物とも全 く確認されなかっ

た。事前調査は 1件であった。15番の前山遺跡の工事立会では、土師器 2片が出土した。

平成 19年度は確認調査を 10件実施した。 うち2件では、遺構、遺物とも発見されなかった。

遺構が確認された箇所は全て、遺構面に掘削が及ばない工事を実施することになっており、確認

調査で終了となっている。41番の白石城跡では、5カ所の トレンチは旧法務局時代の基礎工事に

よって大きく撹乱された箇所であることが判明した。45番の本郷遺跡では、2カ所の トレンチを

設定したが、上層部分に撹乱があり、下層からも遺構、遺物は確認されなかった。49番の田中遺

跡では トレンチを 1箇所設け、良好な土層を確認したが、遺構は確認されず、基本層位第 4層か

ら土師器、第 1層 から剥片、文久通宝が出上したのみであつた。58番の祢宜内遺跡では、 3カ所

の トレンチを設定し、遺構は確認されなかった。表土から近世陶磁器、土師器が発見されたもの

の、砂礫層が堆積している状況が判明した。肥前産の筒茶碗、雷文 (18世紀 ?)、 産地不明の染付

瓶 (近代 ?)、 肥前産染付瓶類、近世、肥前染付椀 (18世紀以降)と推定されるものが出土した。

74番の大畑遺跡では、4ヶ 所の トレンチを設定し、確認調査を実施したが、T4以外では砂礫層

が堆積していた。T4では土師器片 2点が出上した。42番の観音崎遺跡では工事立会で、盛土中

から土師器 2点が出上した。59番の湯ノロ遺跡では、良好な土層が確認できたものの、土師器片

が若干出上したのみであつた。72番の大畑遺跡では、掘削された土から在地産中世陶器 (鎌倉期 )、

肥前産染付筒茶碗 (18世紀 )、 同染付椀、蛸唐草 (18世紀代 )、 同皿 (江戸時代 )、 同椀 (江戸時

代 )、 大堀相馬、鉄絵土瓶 ?(19世紀前半)、 青花 ?椀 ?(17世紀前半 ?)、 土師器、須恵器が出

土した。77番の大畑遺跡では表土から、小野相馬産椀 ?淡青色釉 (18世紀代 )、 瀬戸 ?鉄釉椀か

鉢、岸窯 ?鉄釉摺鉢 (17世紀 ?)が出上した。78番の本館跡では、現地確認時に縄文時代前期土

器が採取された。

遺構、遺物が確認された調査については次章で報告する。また坂端道路改良工事に伴 う発掘調

査 (和 尚堂遺跡、宮下遺跡、白石条里制跡推定地)は別途報告予定である。
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第 1表 平成 18年度及び 19年度 埋蔵文化財調査一覧

随
一１

一２

一３

一
４

遠跡名

411下遺跡

中屋敷陣屋跡

違跡番拝

02182

02248

�)b困俗

工事立塗

工事立塗

工事立会

工事立会

防在地

白川大卒都婆 14の 1

大平森合字北中屋敷

字東大畑 51の 1

調査要囚

店輔建設

ガスパイプライン敷設工事

個人住宅建設

個人住宅建設

ガスパイプライン敷設工事

調査瑚 間

平成18年 4月 10日

平成18年 4月 24日 、5月 11日

大畑遺跡

大畑遺跡

02262

02262

02024

02325

平成18年 5月 1日

平成18年 5月 19日 、5月 29日大畑二番 46の 1

越河字台

福岡長袋字二部山 30の 1

白川津田字川畑 164の 3

5

6

大仏上遺跡

二部山遺跡

工事立会

工事立会

工事立会

平成18年 5月 6日 ～6月 15日

平成18年 6月 2日 、6月 13日個人住宅建設

7

8

本館跡

新館跡

02208

02165

02133

個人住宅建設

個人住宅建設

平成18年 7月 4日

平成18年 7月 7日

平成18年 7月 3日 、7月 20日

工事立会

工事立会

工事立会

南町二丁目 24の 15

旭町三丁目 7の 12

福岡深谷字青木上 26の 1

福岡蔵本字滝野原 168 1

郡山字観昔崎 163-1

字東大畑 130

白川津田字山上

9

10

11

12

13

14

15

谷津川遺跡

青木遺跡

滝ノ観音裏遺跡

観音崎遺跡

大畑遺跡

個人住宅建設

個人住宅建設02306

02250

02322

02262

02208

02115

平成18年 7月 20日

平成18年 8月 22日確認調査 無線局建設

個人倖申律譜工事立会 平成18年 8月 24日

平成18年 8月 22日 ～28日工事立会 個人住宅建設

市道拡幅工事本館跡

前山遺跡

佐野道遺跡

北無双作遺跡

白石条里制跡推定兇

鶴巻田遺跡、微妙館跡

工事立会

工事立会

平成18年 8月 29日

平成18年 9月 1日城南二丁目 1の 8、 1の 9

大鷹沢大町字佐野道 84

個人住宅建設

個人住宅建設

個人住宅建設

個人住宅建設

下水管埋設

‐ ６

一
‐ ７

一
‐ ８

一
‐ ９

一
２〇

一
２‐

一
２２

一
２３

02396

02009

工事立会 平成18年 9月 4日

平成18年 8月 22日 、9月 15日確認調査 北無双作 33の 11

旭町五丁目 3の 302400

02016
02226

02320

02263

02022

02165

02263

工事立会

工事立会

工事立会

平成18年 9月 19日

平成18年 9月 20日

平成18年 9月 28日

平成18年 10月 2日

平成18年 10月 19日

越河五賀字鶴巻、妙見

福岡深谷字御所内御所内遺跡

弥陀内遺跡

下水管埋設

個人住宅建設確認調査 郡山字平成 54

越河五賀字峠沢峠沢遺跡

新館跡

工事立会 下水管埋設

貸家建築工事立会 南町二丁目24の 16

郡山字平成 55の 一部

福岡長袋字永坂

福岡深谷字青木

平成18年 10月 20日

平成18年 9月 25日 、10月 20日

平成18年 9月 25日 、10月 25日

平成 18年 12月 20日
平成 19年 1月 10日

平成18年 11月 20日 、29日

平成18年 10月 30日 、11月 30日

２４

一
２５

弥陀内遺跡

永坂前遺跡

青木遺跡

白石条里制跡推定ll

馬場合遺跡

アパー ト建設

下水管埋設02040

02306

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

２６

一
２７

下水管埋設

個人住宅建設

下水管埋設

02400

02021

旭町五丁目4の 8

越河五賀字馬場、宮下

越河字平字山道

越河字深山腰

福岡深谷字一本木

大鷹沢三沢字五丁目 154の コ

郡山字虎子沢山 2の 5、 2の ,

８

い
９

一

30

31

32

33

34

山道遺跡

深山館跡

02369

02154

02101

02434

下水管埋設

下水管埋設

個人住宅建設

個人住宅建設

確認調査埋め戻 し

アパー ト建設

平 成 18年 12月  4日
平 成 19年  1月 15日

平成19年 1月 10日

一本木遺跡

竹ノ中遺跡

鷹巣古墳群 30号埋

白石条里制跡推定兇

弥陀内遺跡

古御所遺跡

百上盤録
違跡

大畑遺跡

大畑遺跡

大畑遺跡

自石城跡

工事立会

工事立会

平成19年 1月 18日

平成19年 2月 13日

平成19年 2月 7日 、2月 15日

平成19年 3月 6日

平成19年 1月 24日～3月 14日

02005

02400

工事立会

工事立会

二事立会

旭町三丁目 1の 2の一部

郡山字平成
３５

一
３６

一
３７

一
３８

一
３９

一
４０

02263

02113

8乙 8身∃

02262

02262

下水管埋設

確認調杏大半森合宇坂下前 24の 4

福岡長袋字永坂

平成19年 3月 13日

平成19年 2月 5日 ～3月 28日二事立会 下水管埋設

個人住宅建設二事立会 堂場前 146の 5

堂場前 146の 5

平成19年 3月 30日

平成19年 4月 12日モ掘調査

二事立会

個人住宅建設

個人住宅建設02262

02197

02322
02026
02370

02263

02121

字東大畑 20の 2

南町―丁目 360の 1

郡山車観苦崎 1

平成19年 4月 13日

平成19生 4日 17日41

42

43

44

45

46

47

4羽 剖 六 病院建設

個人住宅建設

用排水路工事

貸家建築

個人住宅建設

個人住宅建設

下水管埋設

観 音 崎 遺 跡

打 越 前 遺 跡
愛 宕 山 遺 跡

弥陀内遺跡

本郷遺跡

工事立会

工事立会

平虚 19生 4日 94日

越河平字打越前、愛宕山

+王営前 71の 1

平成19年 5月 18日

7耐 19生 民日9R日

沢目 26の 5

福岡深谷字下舘 111の 4

平成19年 6月 4日 ～8日

平成19年 6月 4日、5日

平成19年 6月 25日

平成19年 6月 25日

下館遺跡

前原北遺跡

大畑遺跡

田中遺跡

鷹巣古墳群28号墳

02307

02095

02262

工事立雀 福岡深谷字前原

字東大畑 59、 60

大平中目字大柳前 1

鷹巣字堂ノ入山 2の 14

弔

一
４９

一
５０

確認調歪 住宅地造成

個人住宅建設

確認調査埋め戻 し

UZ司 3b

02005

確認訓歪

工事立塗

平成19年 6月 27日

平成19年 6月 27日
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Nα

51

52

遠跡名 遺跡番婦

02115

02400

02400

02094

02400

02400

対応内容 所在地

城南二丁目 4の 10

旭町三丁目 1の 6

調査要因

個人住宅建設

個人住宅建設

調査期間

前山遠跡

白石条里制跡推定凱

白石条里制跡推定蠅

松田遺跡

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

工事立会

平成19年 6月 27日

平成19年 6月 27日

５３
”
５４

旭町四丁目 5の 5

福岡深谷字松田

旭町五丁目 1の 1

旭町三丁目 8の 3、 8の 4

個人住宅建設

下水管埋設

平成19年 7月 9日

平成19年 7月 17日

５５

一
５６

一
５７

一
５８

一

白石条里制跡推定凱

白石条里制跡推定凱

駐車場建設

アパー ト建設

個人住宅建設

個人住宅建設

平成19年 7月 24日 、25日

平成19年 8月 2日

新館跡

祢宜内遺跡

湯ノロ遺跡

02165

02430

02097
02249
02345

02294

02400

02071

02400

02325

02262

02400

工事立会 南町二丁目24の 17

祢宜内 42の 1

平成19年 9月 3日

平成19年 9月 13日

工事立会

工事立会

工事立会

確認調査

工事立会

福岡深谷字湯ノロ

八幡町 748の 1

福岡長袋字鹿野屋敷

字東大畑 9の 1

福岡深谷字植田前

下水管埋設

貸家建築

下水管埋設

アパー ト建設

下水管埋設

平成19年 10月 9日 ～11日

平成19年 10月 24日

平成19年 11月 6日 、12日

平成19年 引月12日

平成19年 ¬月12日

６〇

一
６‐

一
６２

一
６３

一
６４

一
６５

八 憾 坂 西 陣 屋 跡
八 幡 坂 西 遺 跡

鹿ノ館跡

大畑遺跡

植田前遺跡

大畑遺跡

二部山遺跡

工事立会

工事立会

工事立会

確認調査

字東大畑 59の 2

福岡長袋字二部山

字東大畑 59の 1

字東大畑 108の 1

斎川字中斎川

福岡深谷字六角

個人住宅建設

下水管埋設

平成19年 ¬月 21日

平成 ¬9年 12月 4日 ～
平 成 20年 1月 9日

平成19年 12月 18日

平 成 19年 12月 20日 ～ 21
日、平 成 20年 2月 8日 、12日
平 成 19年 12月 26日 ～
平 成 20年  2月  1 日

平成20年 1月 24日

大畑遺跡

大畑遺跡

個人住宅建設

宅地造成

新幹線橋脚補強工事

下水管埋設

下水管埋設

個人住宅建て替え

68

69

70

71

72

73

74

飯詰遺跡

六角遺跡

松田遺跡

大畑遺跡

大畑違跡

赤沼遺跡

大畑遺跡

02111

02100

工事立会

工事立会

02094

02262

02262

02227

02262

02208

02149

02262

02262

02400
02128

02401

工事立会

確認調査

工事立会

工事立会

福岡深谷字松田

字不澄ヶ池 100コ 、103-3

平成20年 1月 28日

平成20年 1月 31日

字東大畑 9-1

福岡深谷字南上

字東大畑 37

白川津田字川畑

白川津日宰寺下 51 1,55

字不澄ケ池 94

郡山字荒屋敷 50-2

アパー ト建設

下水管埋設

平成20年 1月 31日 ～2月 9E

平成20年 2月 4日

平成20年 2月 19日

平成20年 1月 25日～3月 27E

平成20年 3月 18日

平成20年 3月 25日

平成20年 3月 31日

平成19年 6月 14日 ～20日

平成19年 9月 26日 ～12月 27E

確認調萱

工事立会

工事立会

確認調査

工事立会

確認調査

発掘調査

署地造成

斜面掘削、土取 り

個人住宅建設

駐車場建設

住宅建築

坂端道路改良工事

坂端道路改良工事

７５

一
７６

一
７７

一
７８

一
７９

一
８０

本館跡

天神館跡

大畑遺跡

大畑遺跡

白石条里制雌
地 、 宮 下 違 跡

和尚堂遺跡

大鷹沢三沢字坂端

太鷹沢三沢字坂端

第 2章 平成 18年度及び 19年度における発掘調査成果

1大 畑 遺 跡

地点①

県遺跡番号 02262  遺跡略号 OH
所在地 白石市宇堂場前 145番地 5

調査要因 個人住宅地調査 調査期 日 平成 19年 2月 5日 ～ 3月 29日   調査面積 115ピ

遺跡はJR東 日本東北本線白石駅から北東約 0.5 kmの住宅地に位置している。当該地の現況は

畑地になっている。今回、住宅建築における基礎工事で土壌改良が実施されるため、埋蔵文化財

の発掘調査を実施した。なお、調査区南東部は自家用井戸が設置されているため、発掘調査対象

区から除外した。基本層位は表土、第 2層 にぶい黄褐色シル ト、第 3層褐灰色シル ト、第 4層 に
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第 1図 遺跡位置図 (平成 19年 9月 20日 現在 )

遺 跡 名 種  別 代時 琴据 遺 跡 名 種   別 代時

1

2

上高野遺跡

荒井遺跡

散布地・製鉄遺跡

散布地・製鉄遺跡

散布地

集落

集落

散布地・城館・製鉄遺跡

散布地・製鉄遺跡

縄文早～中・奈良 。平安

縄文前～晩・弥生・古代

縄文前・後・晩・古代。中世

3

4

5

中屋敷陣屋跡 陣屋

散布地・寺院

散布地

近世

古代・近世月心院遺跡

祢陀内遺跡3

4

5

6

7

三本木前遺跡

御所内遺跡

弥生～平安

奈良 。平安縄文早 。中・後・平安 祢宜内違跡

観音崎遺跡

大畑遺跡

散布地

集落青木違跡

下館遺跡

道内原遺跡

堂田廃寺跡

下ノ神明遺跡

田上遺跡

縄文早・中・晩・弥生・平安

縄文後・平安・中世

古墳後特平安

散布地・官衛

散布地

集落

弥生～中世

奈良・平安

平安

縄文中・平安

本郷遺跡

梅田遺跡

古 代

8

9

寺院

散布地

弥生 。古墳

鷹巣古墳群 前方後円墳・円墳

散布地

古墳・古代

10

11

12

散布地

集落

散布地

縄文前・中

縄文前～後・弥生

谷津川遺跡

白石条里制跡推定地

和尚堂遺跡

縄文～古代

古代 。中世

縄文後・古代

菅生田遺跡

下館遺跡

水田跡

古代 散布地
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地点0

地点0

第 2図 大畑遺跡調査区位置図 (S=1/2,500)

-6-



カクラン
。

―
 Q

カクラン   カクラン
3層上 (1)

3層上 (2)

3層上 (3)

蛉  偽

。SK13 カクラィ

Ⅲ訳職 鷺
亀誌

12 SK04ぼ勢

第3図 地点① 遺構配置図側)(S=1/100)
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1号竪穴住居跡

2号竪六住居跡

ＭＮ‐ハィ‐ィ‐卜‐キ‐キ‐‐

第 4図 地点① 遺構配置図 (2)(S=1/100)

ぶい黄褐色粘土質シル トとなっている。遺構は 3層上面で確認され、切 り合い関係、埋上の特徴

から4時期の変遷が確認された。なお表土、カクランからは、型押しの瓦質土器香炉、近世 ?、

大堀相馬掻け分け椀、18世紀、菊花角小皿、呉須塗 りつぶし、19世紀、洋食器、明治時代、海外

産 ?、 自磁の狐があった。

遺構、遺物は次のものが確認された。第 3層上面では近世の構、 S D 01、 S D 02は東西方向

で 6.9mほ ど確認されたが、西側はカクラン、東側は調査区外であったため、全長は不明である。

2つの溝は調査区の東寄 りで重複するが、切 り合い関係は明確にできなかった。S D 01は 幅 0,45～

0.65m程、S D 02は 幅 0.35～ lm程であつた。深 さは 0.6mで ある。遺物は近世陶磁器 (大堀相

馬、灰釉徳利、18世紀代 )、 瓦、寛永通宝銅銭、土師質の上器がある。

13世紀後半以降、近世以前の構 1条、S D 03は長 さ8.4m以上で、幅 1.5～ 2.3m、 深 さ0.45

mで南北方向を向いている。堆積上に撰が多 く含まれる箇所がある。出土遺物には中世陶器 13点、

回転糸切 り底の上師器、須恵器がある。

13世紀後半の上坑 13基が確認された。S K 01は長軸 0,6m、 短軸 0,6mで深さは 0.38mで円

形を呈し、土師器が出上した。S K 02は長軸 0.55m、 短軸 0.5m、 深さ0.14mで円形を呈してい

る。 S K 03は長軸 0.5m、 短軸 0.3m、 深さ 0。 18mで精円形である。土師器、近世陶磁器 (染付

皿、刷絵、19世紀後半)が出土したが、後者は取 り上げ時の混入 と考えられる。 S K 04は長軸

0,7m、 短軸 0.4m、 深さ 0。 12mでカクランに切 られ、三角形を呈している。上師器が出上した。

S K 05は長軸 1.5m、 短軸 0.85m、 深さ 0。 2mで三角形である。土師器、鉄器小片が出上した。

S K 06は長軸 1.75m、 短軸 1.lm、 深さ0.28mで L字形を呈している。土師器、中世陶器 2点が

出上した。S K 07は長軸 0.75m、 短軸 0.6m以上で歪な方形で、北端をカクランによつて切 られ、
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解
０

カクラン

S D03

1.10 YR 4/1褐色シルト
2.10 YR 5/3にぶい黄褐色シルト

3. 10 YR 4/1褐灰色シ)レ ト
4.10YR 4/2灰貫褐色シルト

しまり中、粘性中、地山黄色
ブロックを多く含む

5.10 YR 4/2灰黄褐色シルト
6.10YR 5/2灰黄褐色シルト

しまり中、粘性中
7.10YR 7/1灰白色シルト

しまり強、粘性中

A・ B

L=45,000m 1.

D
2.

10YR 5/3にぶい黄褐色砂質
シルト、しまり、粘性弱
10YR 4/3にぶい黄褐色シルト
質砂、しまり、粘性弱、炭化物が
若干入る
10YR 4/2灰黄褐
シルト質砂、しまり弱粘性中、酸
イし鉄命を多く含む
10YR 5/3にぶい黄褐色砂
しまり、粘性弱
10 YR 3/3暗褐色粘性シルト、
しまり中、粘性中

S K07

◇

Ｊ

S K02

S K06

S K07 S K01 S K02
」 →  Ⅲ I

Ψ

L=45,127m

K土

＼＼、́_S K06 、ゝッ//十

L

L=45,127m

10YR 5/2灰黄褐色
砂質シル ト
しまり弱、粘性弱
10 YR 3/1黒褐色シル ト
しまり中、粘性中

L=45,127m L=45,127m

埋土はSK 01に類似
1.10 YR 5/1褐灰色シルト、粘性中、中世陶器を

言む、しまり中、炭化物を比較的多く含む
2,10 YR 4/1握灰色ンルト、粘性中、しまり中炭

イヒ物を比較的多く含む
3.10 YR 2/2黒褐色砂質シルト、しまり中粘性弱

S-1/60

第5図 発見された遺構

“

)
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C虫
こ と /工

D

S K08

L=45,100m

1.SK05 1層と同じ
ただし、土師器、須恵器は言
まない、しまり中、粘性弱

S K03

L=45,227m

10YR 4/1褐灰色シルト、しまり中、
粘性弱、炭化物を若干含む、土師器、
須恵器を含む

S K04
E■   卜F G
ベラπ L=45河 27m   フ下電く千ゴ

H

10YR 4/1褐灰色シルト、しまり弱、 L=45,127m
粘性弱、炭化物が若干入る

SK12
S K09

｀
導 ヒ

|  ビ⑥・M

i桐 Ⅶ V2薩
=Ъ河∽mMVL

しまり中、粘冠
褐色ンルト

2.SD Ы,02の 4彗
中

黒掲色功レト、訪星と誤
Y亀

匙留 LE=44,700m

10YR 3/1黒褐色粘
性シル ト、しまり中、
粘性弱

10YR 3/3
暗褐色砂質シル ト、
しまり中、粘性弱

1.2Ｋ

ａ

Nヽ ガ 0

1.10YR 4/1褐 灰色
シルト、しまり中、
粘性中、SK 05と 類似
した埋土

2. 10 YR 3/3階褐色粘
性シル ト、しまり中、
粘性中

L=44,700m

10YR 3/1 黒褐色シ)レ ト、
しまり中、粘性弱

鳥
Klb

」         卜K

L=44,900m

6.

7.

L=44,900m

3.10YR 4/1褐 灰シル ト
4.10YR 4/2灰 黄褐色シルト
5。 10 YR 4/1褐 灰色シル ト
6.10YR 4/2灰 黄褐シ)レ ト

S=1/60

燃 ⊂器
4ピ

埋ζ頂恥亀鍵
若干含む

5。 10YR 4/3に ぶい貫褐色シル ト、
しまり中、粘性弱、焼土が中程度
含まれる、黄色ブロックも多く含
まれる、カマ ドの袖

肥状
5塗
匿鞘)講毀留!用ネ謝綴

粘ヽ性中、焼土、炭

甥ぜ督る
3暗褐色シル ト、しまり、粘性弱、橙色、黄色ブロックも

IIヤ骨!チ †璽彊握羅誕9舟トヤ彦呈ち幣倖露准了I修詈十埋土
磐ぜ瞥よ 躍 謎 設 し

卜ヽ しまり中、粘性3臥 黄色ブロックを

盤曇x笞甲
褐色粘土、しまり中、粘性中、貼り床、黄色プロック

地山 10 YR 5/4に ぶい黄握色シル ト質粘土、しまり中、粘性中

Ⅲ♀:i旨ど針囀静塀縛
3.契

ィピ所∠茎憲
灰色シル ト、しまり弱、粘性中、黄色プロック、

2号竪穴住居跡

L=44,800m

第 6図 発見された遺構 (2)
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深さ0,12mである。S K 08は長軸 0.55m、 短軸 0。 4m、 深さ0.08mで楕円形、S K 09は長軸 0.75

m以上、短軸 0,4m以上、深さ0.23m、 正確な規模は不明である。S K 10は長軸 0.85m、 短軸

0.75m、 深さ0.08mで S D 01に切られている。上師器が出上した。 S K 12は長軸 0。 4m、 短軸

0.35m、 深さ 0。 28m、 円形である。上師器が出上した。 S K 13は長軸 0,3m、 短軸 0,25m、 深

さ 0。 15mで 円形で、土師器、中世陶器が出上した。S K 14は調査区南西隅にあり、断面で確認

した。規模は長軸 0.5m、 深さ0,34mであった。S K 12、 14では大甕破片が重なった状態で廃棄

OP

第7図 1号竪穴住居跡平面図 (S=1/100)

第 8図 1号竪穴住居跡断面図 (S=1/60)

ム
鉛ざ嗜掌菫亀訛 ら堪k禁牲 泌宿旨末

3.ぱ
邁 、

/亀
腑

色砂、しまり、粘性弱、掘

Rs lノト
F

S K01

L=44,600m
l. 10YR 4/1 褐灰色シ)レ ト

、しまり中
粘性弱、石は直径 14～
18cmの平石

焼
:];1岳諄再ぢ

」
    s'任 31ド乖灰七

LL=44,300m

三il写:号ξヨ葺甘3きシ:牌:勁¶£
2.5YR 5/8明 赤褐シル ト、  南西 壁ピット(小 )

しまり弱、粘性弱、層厚 4cm  19YR 4/1褐灰色粘性シル ト、しま
り中、粘性中

含む
3.5層 と同じだが、若干明るい、

10YR 4/3にdい黄掲色粘上、
しまり中、粘 1性

3会、黄色地山プ
ロックを多く含む

4.10YR 6/3に ISし 黄ヽ橙色砂質シ
ル ト、黄色地山ブロックを多く
言む、しまり弱、粘性中

5.10YR 4/2灰褐色ンル ト、しま
り強、粘性強黄色地山ブロック
と 1層がまじつたもの

6.10YR 4/3に dい黄褐色シル ト
質砂、しまり弱、粘性弱、黄色
地山ブロックを含む

7.10YR 5/2灰褐色砂、しまり、
粘性弱、地山砂に類似、黄色地
山ブロックをごく少量含む

1.
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第 9図 発見された遺物 仰)
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されていた。若干丸みを帯びた長さ0.28mの被熱礫が出上した。2号竪穴住居跡埋土を切つてい

るピット2基がある。規模はそれぞれ直径が 0.18～ 0。 25m、 深 さ0.4～ 0,45mであつた。

第 4層上面では竪穴住居跡 2棟、土坑 1基が確認された。7世紀中葉～後葉の 1号竪穴住居跡

は一辺が 7m程の規模で、北にカマ ドを設置し、焼土も確認されている。調査時に住居跡 として

の認識が遅れたので、埋上をだいぶ掘削してから平面形を確認した。西壁付近で埋土は 0.35mで

あった。配置関係からS K 02、 03、 05が柱穴になると思われる。S K 01は長軸 0.75m、 短軸 0。 7

m、 深さ0.08mで崩れた円形である。S K 02は長軸 0,85m、 短軸 0.6m、 深さ0,64mで方形であ

る。 S K 04は直径 0.23m、 深さ 0。 3mの 円形である。 S K 05は長軸 1.lm、 短軸 0.7m、 深い所

で 0。 73mで精円形である。焼± 1は長軸 lm、 短軸 0。 45m、 深 さ 0,lmの長精円形、焼± 4は直径

0.2m程、深さ0.05mの 円形である。S K 03は長軸 0.55m、 短軸 0.45m、 深さ0,35mで円形で

ある。この住居跡を切つているSK■ は長軸 0。 9m、 短軸 0.8m、 深さ0.45mで方形で、土師器

が出上した。 1号竪穴住居跡では西側及び東端で部分的に貼 り床が確認され、土師器、須恵器、

石製紡垂車、切石、鉄滓 (4点、104.lg)、 焼成骨片 (S K 02)、 円礫、長さ 9.8 cmの棒状鉄器

などが発見された。 2号竪穴住居跡では貼 り床、カマ ド、土坑が確認され、土師器、焼成骨片が

出土された。両住居跡の側面がほぼ平行に配置されていることから、これらの住居跡は、ほぼ同

時期に存在していたと推定される。

今回の調査区に西接する箇所での平成 17年 7月 13日 の確認調査では遺物包含層が確認されて

いる (津 田 2006)。 報告では遺物は小破片で図示するものはないと記しているが、実物を確認す

ると7世後葉～ 8世紀初めの上師器が出土している。確認調査 トレンチの規模を考慮すると竪穴

第 10図 発見された遺物 121
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第 12図 発見された遺物 141
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0                                            10Cm

第 13図 発見された遺物 15)

住居跡の中心部を発掘した可能性が高 く、今回のものと同時期の住居跡が広がつていることが指

摘できる。

出土遺物のうち、中世陶器について述べることにする。第 9図 12～ 16は福島市毘沙門平窯も

しくは赤川窯産と考えられるものである (吉 岡 1994)。 須恵器 と異なり、内面にあて具痕がない

こと、外面叩き目が細いなどの特徴がある。また、三筋壺 (第 9図 9、 写真 17の 1)は、産地不

明であるが、複線が描かれるものである。いずれも12世紀代に属するものと考えられる。青磁

片 (第 9図 8、 写真 17の 2)は 12世紀末～ 13世紀前半のものである。白磁 (写真 17の 3)は

小片で特徴がつかみにくいが、12世紀代の可能性が指摘できる。他に青磁 (第 9図 10、 写真 17

の4)がある。図示、写真掲載はしなかったが、年代産地不明の白磁 と推定される小片がある。

なお、 1号及び 2号竪穴住居跡から発見された古代の上器については、別項で詳論する。
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古代の上器

第 1号及び第 2号住居跡から出土した遺物には土師器、須恵器、土製支脚などがある。出土状

況に一括性は無 く、住居に伴 う遺物は 1号住居貼 り床出上の須恵器邦 (第 15図 5)のみで、その

他は堆積土出上である。出上した資料は、いずれも破片資料で全体像がわかる資料は少ない。ま

た、土器表面の摩滅が激しく器面調整も不明なものも多い。ここでは、図化 し得た資料の特徴 と

年代について記述することにする。

■土師器■

図化し得た土師器には郭、高不、椀、鉢、壺、寮、甑、ミニチュアと土製支脚がある。

第 14図 1、 2のイは丸底の底部 と口縁部の境に稜をもつもので、底部にケズリあるいはミガキ、

日縁部にヨコナデが施され、内面はミガキと黒色処理される。このような特徴をもつ杯は氏家和

典氏の型式編年 (氏家 1957)に おける第五型式上器 =栗囲式に該当する。

第 14図 3のイは丸底の底部に短い日縁部が屈曲して直立するもので、器外面底部にケズ リ、日

縁部にヨコナデが施され、内面はナデ仕上げされ橙色に焼成されている。このような特徴をもつ

郷は在地の栗囲式には認められず、その出自が関東北西部に求められる、いわゆる「関東系土師

器」に属するものと考えられる。この類に属する関東系土師器は仙台市郡山遺跡、東松島市赤井

遺跡、大崎市名生館官衛遺跡、権現山遺跡、南小林遺跡、灰塚遺跡、色麻町色麻古墳群など仙台

平野から宮城県北部の大崎・石巻海岸平野に分布する7世紀後半から8世紀初頭頃の城柵官衛関

連遺跡に類例がある。その出自を検討した高橋誠明氏 (高橋 2007)に よれば、第 14図 3に類似

する土器は、埼玉県北西部から群馬県にかけて分布する「北武蔵型郭」に該当するものと考えら

れる。本資料は胎土に砂粒を含み在地上師器 と同じ胎土を示すことから搬入品ではなく、在地で

生産 されたものと考えられる。

第 14図 4の椀は深い半球形を呈するもので、底部にケズリ、日縁部にハケメが認められ、内面

はミガキと黒色処理される。このような特徴をもつ椀は金属器を模微 して出現した器種 と考えら

れる。

第 14図 6～ 8は高イ片である。脚部は比較的高 く、第 14図 8は脚部に長円形のスカシが穿た

れている。このような特徴をもつ高イは、7世紀後半から8世紀初頭の城柵官衛遺跡から多 く出

土している。

第 14図 11～ 14、 第 15図 1・ 2は甕あるいは壺、第 15図 3・ 4は甑である。いずれも頚部に段

をもち日縁部が外反するもので、器面は日縁部にヨヨナデ、体部にハケメが施 される。このよう

な特徴をもつ不は氏家和典氏の型式編年における第五型式上器 =栗囲式に該当する。

■須恵器■

須恵器は出土数が少なく、図化できたのは 3点である。

第 15図 5は郵で、丸底の底部に日縁部が直立気味になる小振 りのものである。仙台市郡山遺跡

に類例がある。陶邑窯TK 217型式期に並行するものと考えられる。

第 15図 6は盤あるいは壺の日縁部片、第 15図 7は高イ片である。概ね、7世紀から8世紀初

頭頃 と考えられる。

■土師器・須恵器の年代と問題■

図化し得た土器の年代は、概ね、氏家和典氏の型式編年における第五型式上器=栗囲式の範疇

で捉 えられ、7世紀から8世紀前半に位置づけられる。近年、宮城県中、南部の当該期の上器変

遷について、村田晃一氏が様式的観点から提示している (村田 2007)。 本資料は概ね村田氏の 4～

―-17-



5段階に相当し、年代的にも矛盾しない。特に、7世紀末～ 8世紀初頭頃を中心としたものが多い

と考えられる。

本調査で得られた資料のなかに、「関東系土師器」が含まれていた。これまで関東系土師器は仙

台平野以北の宮城県内に広く分布すると認識されてきたが、少数ながらも宮城県南部の本遺跡か

ら出上したことは、関東系土師器の意味を考える上で貴重な発見といえる。

引用文献

氏家和典 1957「東北上師器の型式分類とその編年」F歴史』第 14輯

佐藤敏幸 2007「第Ⅱ章 東北・北海道における6～ 8世紀の土器変遷と地域の相互関係―� .

宮城県北部・沿岸部―」F古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研

究』平成 15年度～平成 18年度科学研究費補助金研究成果報告書

代表研究者辻秀人東北学院大学文学部

高橋誠明 2007「律令国家の成立期における境界地帯と関東との一関係」F国士舘考古学』第 3号

村田晃-2007「第Ⅱ章 東北・北海道における6～ 8世紀の上器変遷と地域の相互関係―V.
宮城県中部から南部―」F古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研

究』平成 15年度～平成 18年度科学研究費補助金研究成果報告書

代表研究者辻秀人東北学院大学文学部
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第 14図 発見された遺物 (6)
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第 15図 発見された遺物 17)
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地点②

所在地 白石市宇東大畑59番、60番

調査要因 住宅地造成 調査期 日 平成 19年 6月 4日 ～ 5日

調査面積 1,052ピ (掘削面積 170ぽ )

遺跡はJR東 日本東北本線自石駅から 0。 7 kmの 位置にあ り、現況は畑地である。周囲は宅地化

が進んでいる。今回、宅地造成に伴 う確認調査を実施した。確認調査 トレンチは事業地中央より

若千東側に設定した。調査区南端における基本層序は次のとお りである。第 1層、表上、褐色土、

層厚 38 cm、 第 2層、明茶褐色土、22 cm、 第 3層、黒褐色土、22 cm、 第 4層、黄褐色砂、10 cm以

2号竪水
住居跡

叫帥
司号掘立柱
建物跡

。

◇

◇

ｅ
　
〇
一　
ｅ

Ｃ

０

９

第16図 地点②平面図 (S=1/300)

上であった。遺構確認面は第 4層上面である。また調

査区南半では、砂礫層があり、第 3層下で第 4層の上

に堆積している。

発見された遺構 として掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居

跡 2棟、土坑 1基、遺物包含層 (第 3層)がある。 1

号竪穴住居跡は全体形が不明であるが、片方は一辺 5

m程で北狽1に霊が設置され、埋土から土師器が出土し

ている。2号竪穴住居跡は一辺が 4.2mで、土坑に切 ら

れている①l号掘立柱建物跡の柱穴堀 り方は一辺が 0.5

m～ 0,7m程 である。当初、総柱建物かと考えられたが、

北辺 と南辺中央の柱が明確に確認できず、門の可能性

がある。柱痕跡は 0,2m～ 0.3m程であつた。P4か ら

土師器が出上している。基本層位から土師器、須恵器

が発見された。土師器には 9世紀～ 10世紀代の台付鉢

が含まれている。

へ〔
当 ◎Pl

艤

P4 

の P2

O

第17図 地点② l号掘立柱建物跡平面図 (S=1/60)
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西 6層 中

P2ぬ   E
OP 東 5層中     r」  東 4層中

Ｎ
指

第 18図

埋上の特徴

シル ト 10YR 4/1掲 灰色シル ト 炭化物を若干含む
しまり中 粘性中 Pl～ 4と も

P4のみ炭化物が若干多い

第18図 地点③平面図 (S=1/150)

地点③

所在地 白石市宇東大畑9-1の一部

調査要因 共同住宅建設 調査期 日 平成 19年 ■ 月 12日

調査面積 987だ (掘削面積 31だ )

遺跡は」R東 日本東北本線 白石駅から 0。 8 kmの位置にあり、現況は畑地である。周囲は宅地化

が進んでお り、今回、共同住宅建設に伴 う確認調査を実施 した。確認調査 トレンチは、アパー ト

建築予定地、農作物を避けて設置した。直径が約 20 cm～ 30 cmの ピット4基、土師器を含む遺物

包含層を確認した。土師器は西側に多く、東ほど少なかった。ピント埋土は褐灰色シル トであつ

た。一部に炭化物が含まれている。第 1層 からは土師器、古瀬戸灰釉皿か椀 (中 世)が出土した。

その結果、次のような層序を確認した。調査区西側においては第 1層、灰黄褐色シル ト、第 2

層、灰黄褐色シル トに灰褐色粘土ブロックが入る、第 3層、にぶい黄褐色粘性シル ト、橙、灰褐

色粘土ブロックを含む、ビニール片含む、第 4層、褐灰色砂、第 5層、褐灰色シァレト質粘上、第

6層、にぶい黄橙色シル ト質粘土、遺構検出面、遺物包含層 (剥片、土師器が出土)、 全体で層厚

84 cmで あった。第 2層から第 5層は攪乱層であつた。

調査区東側においては、第 1層、灰黄褐色シル ト、第 2層、褐灰色砂、第 3層、褐灰色シル ト

質粘上、第 4層、褐灰色砂質シル ト、酸化鉄の集積、第 5層、褐灰色シル ト質粘上、土師器が出

土、第 6層、にぶい黄橙色シル ト質粘土に第 5層ブロックが多 く混じる、全体で層厚 72 cmであっ

た。西側第 5層 と東側第 4層、西側第 6層 と東側第 5層が対応する。

確認調査終了後、基礎工法の変更があり、表層土壌改良が実施 される基礎部分の工事立会を実

施 し、遺物を採取した (72番 )。

地点④

所在地 白石市字東大畑 108番 1

調査要因 宅地造成   調査期 日 平成 19年 12月 20日 ～ 21日

調査面積 462∬  (掘削面積 9.7ぜ )

遺跡はJR東 日本東北本線白石駅から0。 6 kmの位置にあり、現況は畑地である。周囲は宅地化

が進んでおり、今回、宅地造成に伴 う確認調査を実施した。今回の調査箇所は、平成 3年 (1991)

■月～ 12月 に自石市教育委員会が確認調査を実施した箇所である。この箇所からは、北に延び

る溝、礎石建物跡 2棟、掘立柱建物跡 1棟などが発見されている。
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今回の調査区
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第19図 地点④ 平面図 (S=1/200)
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今回、前回調査区北隣にコンクリー ト擁壁工事及び盛 り上が実施されることになったため、遺

構確認調査を実施した。この箇所は前回の調査において、水路沿いのため、調査範囲とならなかっ

た箇所である。調査の結果、前回の調査において、断面で確認されていた礎石抜き取り痕を平面

的に確認した。基本層位は次のとおりである。第 1層 :10 YR 4/3にぶい黄褐色シル ト、25～ 40

cm、 第 2層 :10 YR 5/1褐灰色シル ト、20 cm、 この層直下が遺構確認面である。第 3層 :10 YR 5/

6黄褐色粘性シル ト、8 cm、 西狽1にのみ分布。第 1、 2層、第 3層から土師器が出土した。第 1、

2層から外面は黒釉、内面は白濁釉の椀 ?(19世紀前半)、 丹青色釉、あめ釉流し、鉢 ?(18世

紀代)、 肥前産染付椀 ?(江戸時代)、 中国産白磁椀 ?(中世)、 須恵器、弥生土器片 齢電文のみ)、

時期不明瓦片が出上した。

地点⑤

所在地 白石市宇不澄ヶ池 100番 1,100番 3

調査要因 住宅建設   調査期 日 平成 20年 1月 31日

調査面積  230。 35だ  (掘削面積 18.86だ )

遺跡はJR東 日本東北本線白石駅から0.9 kmの位置にあ

り、現況は宅地である。周囲は宅地化が進んでおり、今回、

住宅建て替えに伴 う確認調査を実施した。確認調査 トレン

チは擁壁、水道施設の構造物を避けて 3箇所ほど設定した。

その結果、次のような遺構、層序を確認した。Tlにお

いては土坑 3基が発見され、長軸は 0.4～ 0,7mで あった。

土坑 1と 2は切 り合っており、土坑 2の方が新しい。土坑

1には土師器細片、土坑 2には土師器甕が日縁部を東に向

けた状態で埋設されていた。基本層位は第 1層 、にぶい黄

褐色シル ト、層厚 35 cm、 第 2層、褐色砂質シル ト、20 cm、

第 3層、にぶい黄褐色砂 30 cm以上、3層上面が遺構確認面

である。T2、 T3においては遺構、遺物は確認されなかっ

た。基本層位はTlと類似しているが、Tlの 3層 に対応

する層の標高が高くなるようである。今回の調査結果によ

り、大畑遺跡は東北本線西側においても確実に遺構が広が

ることが判明した。 3層出上の上師器は 7世紀後半から8

世前半のものと考えられる。

[旨]＼章
T3

第 20図

Tl.

Pl.3 10YR 4/3に ぶい黄褐色

砂質シル ト、しまり弱、粘性中

土器を含む

P2 10YR 5/4にぶい黄褐色砂

質シル ト、しまり弱、粘性中

大形土器を含む

Ｍ Ｎ

Ｉ

土抗 3

土抗 2

土抗 1

第20図 地点⑤ 平面図 (S=1/150)
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第 21図 弥陀内遺跡調査区位置図 (S=1/2,500)

2弥 陀 内 遺 跡

勘 番号   02263 遺跡略号 ミダウチ

所在地 白石市宇十王堂前 71番 1

調査要因 居宅建築工事

調査期 日 平成 19年 4月 24日

調査面積  781♂ (掘削面積 35♂ )

遺跡は」R東 日本東北本線白石駅から北約 0.9

kmに位置している。今回の調査対象地の現況は

更地である。周囲は農地、宅地 となっている。

確認調査 トレンチは鉄道沿い、建築地、通路

予定地を避け、事業地内に 2箇所設定した。そ

の結果、埋蔵文化財が確認された。Tlでは、

第 1層れ黄褐色盛上、36 cm、 第 2層、暗褐色シ

ル ト質砂、旧表上、14 cm、 第 3層、にぶい黄褐

色シル ト質砂、土師器、中世陶器 (渥美産、12

世紀、写真 20の 1)が出上、25 cm、 第 4層、

褐色砂、20 cm以上 となっていた。3層上面から

ピット3基が発見された。規模は 20～ 30 cmほ

どで、円形や方形基調のものである。ピット2

からは瀬戸美濃産灰釉皿の日縁部破片(15～ 16

世紀)が 1点出土した。

T2では、第 1層、盛 り上、37 cm、 第 2層、

第 22図

T¬  Pl 10YR 3/3暗 褐色シル ト

炭化物入る (若干 )

しまり中、粘性中

P2、 P3 10YR 4/3 にぶい黄褐色

砂質シル ト

しまり中、粘性中

T2 土抗  10YR 5/3に ぶい黄褐色

粘土質シル ト

しまり中、粘I陛中

灰色ブロックを若干含む
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第 22図 弥陀内遺跡平面図 (S=1/150)



黄褐色盛 り上、25 cm、 第 3層、に

ぶい黄褐色シル ト質砂、20 cm、 第

4層、褐色シル ト質砂、16 cm、 第

5層、黄褐色シル ト質砂、12 cm以

上、土師器が出上した。なお、第

4層は北東部でしか確認されてい

ない。東北隅、南端では攪乱があ

り、廃棄物が含まれていた。5層

上面からは楕円形のピント1基が

発見され、規模は長軸 60 clll、 短軸

40 cmで あった。表土から産地、時

期とも不明の陶器が 1ッ煮発見され

た。

3下 館 遺 跡

県遺跡番号 02307 遺跡略号 下ダテ

所在地 白石市福岡深谷宇下舘 111番地 4

調査要因 住宅建築工事   調査期 日 平成 19年 5月 18日

調査面積 603だ (掘削面積 56.3ぜ )

今回、個人住宅建設に伴い確認調査を実施した。確認調査 トレンチは住宅建築地、水路及び電

柱沿いを避け2箇所設定した。

基本層序は次のとおりである。第 1層・表上、暗褐色シル ト、層厚 40 clll、 第 2層、褐色シル ト、

30 cm、 第 3層、黄褐色粘土、礫を多く含む、20 cm以上であった。第 3層からは湧水が著しかった。

調査の結果、Tlの 2層から土鈴破片、T2では3層上面において竪穴住居跡 1棟、土坑 2基、

第 24図 下館遺跡平面図 (S=1/250)

ピット7基が発見された。竪穴住

居跡は南東隅を確認しただけであ

るが、一辺 1.5m以 上、深さは 0。 2

m以上である。埋土から多くの表杉

ノ入式上師器が出土している。土

坑 1は調査区北西隅で発見され、

須恵器甕日縁部が出上した。ピッ

トは直径 20～ 30 clllの ものが多かっ

た。今回、遺構は 3層上面におい

て確認したが、断面精査の結果、

2層上面から掘 り込まれていたこ

と力半J明 した。土坑 1、 ピット1～

6は断面において確認した。全体

として遺構は トレンチの北東側に

多 くみられた。時期は出土遺物の

特徴から9世紀後半と考えられる。

ＭＮ
3層 中

第 24図
遺構埋土
10YR 3/2黒褐色シルト、しまり中、粘性中、3層
ブロックを苦干含む
1号堅穴住居跡のみ
10YR 3/1黒褐色シルト、しまり中、粘性中、3層
ブロックが少ない
焼土を若干含む

第 23図 下館遺跡調査区位置図 (S=1/2,500)
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第 26図 発見された遺物 (2)

引用参考文献
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出土遺物観察表 (1)

図版番号 出上位置゛層位 種   別 外面の特徴 内面の特徴 備  考

第 9図 可 S D 01埋 土 土師器杯 ロクロナデ、底面は回転糸切 口 クロナデ 底径3.4 cm、 残存高2 cm

第 9図 2 S D 03埋 土 土師器雰 ロクロナデ、底面は回転糸切 ロクロナデ 底径55c耐、残存高12o

第 9図 3 S D 01埋 土 須恵器甕 平行叩き 青海波文

第 9図 4 S D 03検 出面 須恵器奎 平行叩き 青海波文、平行叩き

第 9図 5 S D 03 須恵器 ナデ、付着物 丁寧なナデ

第 9図 6 表土 土師器、台部分 ミガキ、子し 摩減

第 9図 7 表土 土師器、不底面 糸切 り痕、ヘラ書き ナ デ

第 9図 8 S D 03 青磁椀 施 釉 施釉、湾曲した2本の沈線 写真 17の 2

第 9図 9 S D 03埋 土 三筋壷 施釉、沈線、複線 ナ デ 写真 17の 1

第 9図 10 S D 03 青磁椀 上半は施釉 施釉、平行沈線 写真 17の 4

第 9図 引 S D 03埋 土 須恵器底部 自然釉 ナ デ

第 9図 12 S D 03埋 土 中世陶器奎 横ナデ、叩き目 横ナデ 写 真 6の 1

第 9図 13 S D 03埋 土 中世陶器甕 平行叩き オサエ痕 写 真 6の 2

第 9図 14 S D 03埋 土 中世陶器甕 平行叩き オサエ痕 写真 6の 3

第 9図 15 S D 03埋 土 中世陶器奎 交差ずる平行叩き オサエ痕 写真 6の 4

第 9図 16 S D 03確 認面 中世陶器甕 平行叩き オサエ痕

出土遺物観察表 (2)

国版番号 鍵上位置tl層位 種■ 別 外函|の特徴 内面の特徴 備  考

第 10図 司 S K14 中世陶器硯 ナ デ ナデ、色調の違いあり 残
記

ｍ、厚鞘
６ｃｍ勲

理
ｔ
写

嚇
袖
３ｃｍ、

第 10図 2 S D 01
近世陶器、灯
明皿

芯受 け、黒釉
黒釉、底面はロクロ痕、
黒色物質付着

口径 7 6cm、 底径 5
5 cm、  ?母 〒託1.8 cm、

産地不明

第 10図 3 S D 01埋 土 軒平瓦 直径約l cmの 焼成後の穿孔 粘上の貼 り付け痕 厚 さ 1,8 cm

第 10図 4 S D 01埋 土 軒平瓦 左端に接合痕 厚 さ 18～ 2.O cm

出土遺物観察表 (3)

図版番号 出上位置●層―
位 種■■男1 外面の特徴 内面の特徴 備 ― 考

第 11図 1 SK 13、  SK司 4 中世陶器甕 受け回状口縁、横ナラ 横ナデ、ナデ

推定 口径 19 cm、 推
定体部径 39 cm、 残
存高 21.5 cm、 東北

窯産

第 図 2 SK 13、  SK 14 中世陶器甕 ナ デ ナ デ 東ヽ
ｍ６５

Ｃｍ維榊
体
高
産

定
存
窯

推
残
北

第 図 3 1号住居跡カマ ド切 石
ケズリ、黒褐色、薄紫色に変色 している。

倶」面には帯状に変色 していない箇所あり

残存長 36.4聞、幅 13

6 cm、 厚さ 11 l cm、

スクリーントーン部分は割れ

第 1刊 図4 1号住居跡カマ ド切 石 ケズリ、黒褐色、薄紫色に変色 している。

残存長 36.7 on、 幅 13

3 om、 厚さ 12.7 om、

写真 19

第 1司 図 5
1号住居跡カマ

ド付近
切 石

ケズリ、下半は黒褐色、薄紫色に変色 し

ている箇所あり

残存長 19.9酬、幅 刊0

5 cm、 厚さ 10,2c冊

第 図 6
1号住居跡カマ

ド付近
切 石

ケズリ、下端は薄紫色に変色 している箇

所あり

残存長 33.5帥、幅 司6

7 cm、 厚さ 8.8 cm
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出土遺物観察表 (4)

1醸版番号| 蟄■位蹂1震位 1種|■■揚II 鱒■■考

第 12図 1 1号住居跡埋土 円盤型石器

縁辺 に剥離 がなされている。中央部 の一

部 に擦痕がある。酸化鉄分が付着。長 さ

12.9 cm、  晰目10.6 cm、  √妻さ 刊.8 cm、  目巨覆註

231.8g

第 12図 2 1号住居跡埋土 砥 石
中央に研磨痕跡がある。残存長 8.2 cm、

幅 4.l cm、 残存厚さ 2.6 cm、 重量 105.7g
スクリーントーン部分は割れ、

以下同 じ

第 12図 3 可号住居跡埋土 石製紡錘車
中央に孔がある。擦痕が全体を覆つている。

孔径 0.6 cm、 最大径 4 3cm、 高さ 1.7 cm、

重量 53g

第 12図 4 S D 03埋 土 砥 石 ネ再暑をぞ摂瞥:潮轟き子煮、驚ち籍行、
厚さ 0.6～ 1.3 cm、 重量 29.6g

第 刊2図 5 1号住居跡埋土
擦痕のある

円礫

斜めに擦痕がある。長さ 4.5 cm、 幅 3.8 cm、

厚さ 1.5 cm、 重量 27.7g

第 12図 6 SDO司 埋土 石核
石英、長さ 4.4 cm、 幅 3.l cm、 厚さ 2.5 cm、

重量 42.2 g

第 刊3図 1 S D 03埋上 被熱扁平礫
被熱を受け、黒色、灰色化 した礫、長さ

16.2 cm、 残存幅 12.2 cm、 最大厚 2.2 cm、

重量 408g

出土遺物観察表 (5)

1醸版番号|
1離上位置 1穂●IBlll 11舛頼φ特徴 内鷲φl警雛 1鱚■■毒 |

第 14図 1
1号住居跡、埋
上南西区

土師器郷
ヨヨナデ、 ミガキ、
マメツ、明赤褐色
5 YR5/6

ミガキ、黒色処理、

黒N2/

第 14図 2
1号住居跡、埋
土北中央区

土師器邦
ケズリ、マメツ、黄
屯缶7.5 YR 7/8

マメツ (ミ ガキ、黒
色処理 )、 灰N4/

推定回径 15 cm、 器

高 4 4cm

第 14図 3
1号住居跡、埋
土南西区

土師器邦
ヨヨナデ、ケズリ、

橙 5 YR7/6
ヨコナデ、ナデ、橙
5YR7/6

口径 14.6 cm、 器高
5 cm、 写真 21

第 司4図 4
1号住居跡、埋

土西区
土師器椀

マメツ、ハケメ、ケ
ズリ、橙 5 YR 6/6

ミガキ→黒色処理→

マメツ、黒N2/ 推定回径 18 cm

第 14図 5
1号住居跡、埋

土北区
土師器小奎

ヨコナデ、ハケメ、
灰黄褐色 10 YR 6/2

ヨコナデ、ナデ、灰
白 10 YR 8/2

推定回径 11.2 cm

第 14図 6
2号住居跡、埋

土
土師器高不

ナ

・
５

工
橙

サ

ヽ

オ
ツツ、審

用

メ

ヽ
６

マ
デ
ＹＲ

黒色処理、
ヘラナヂ→

黒 N2/

キ
ツ
ツ

ガ
メ
メ

ミ
マ
マ

直径 10.6 cm、 写真 2

第 14図 7
司号住居跡、埋
土南東区

土師器高邦
ケズリ、ヨコナデ、

橙 5 YR 7/6

ミガキ、黒色処理、
ケズ リ→ マメツ、黒
N2/

直径 10.2 cm

第 司4図 8
号住居跡、埋１

土
土師器高邦

透かし、ケズリ、橙
2.5YR7/6

黒色処理、
ケズ リ、黒

キ
ツ
／

ガ
メ
２

ミ
マ
Ｎ

直径 5 6cm

第 14図 9
1号住居跡、埋

土
ミニチュア

ナデツケ、底面は無

調整、橙 7.5 YR 7/6
輪積み痕、オサエ、
橙 2.5 YR6/6

口径 5.5 cm、 器高
3.5 cm、 底径 3 cm

第 14図 10
1号住居跡、埋

土北区
ミニチュア

マメツ、オサエ、に

ぶい赤褐 5 YR 5/4
ナデ、灰褐 7.5 YR

5/2
推定最大径 6.8 cm、

底径 3 cm

第 14図 11
1号住居跡、埋
土東区

土師器甕
ハケメ→ ヨコナデ、
ハケメ→ マメツ、浅
責橙 10 YR 8/3

ハケメ、ヘラナデ、
浅黄橙 10 YR 8/3

推定回径 17 cm

第 14図 司2
1号住居跡、埋

土南区
土師器甕

ヨコナデ、ハケメ、

橙 7.5 YR 7/6

ヨヨナデ、ヘラナ
デ、 にぶい責橙 10
YR 6/3

推定回径 21 cm

第 14図 13
刊号住居跡、埋

土南区
土師器甕

木整

・
５

調
７

無
褐暗ヽ

メ
　
ヽ′ヽヶ轍閉

マメツ、ヘラナデ、

浅責栓 7.5 YR 8/3
底径 5.5 cm

第 14図 14
1号住居跡、埋
土東区

土師器養
ハケメ、木葉痕、暗
褐 7.5YR 3/3

ヘラナデ、明赤褐
5 YR 5/4

底径 5.4 cm
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出上遺物観察表 (6)

雲版番号 出1主1位置 種■||― 1別 外面|の特徴 内麓の特徴 備■■考

第 刊5区 1

埋
区

住居跡
、

ヽ
南東

、
東

０３埋上
、

号
南
Ｄ
区

１
土
Ｓ
南

土師器壺
ハケメ→ ヨョナデ→
マメツ、ハケメ、浅
黄橙 10 YR 3/3

ハケメ→ ヨヨナデ→
マメツ、輪積み→ ヘ
ラナデ、にぶい黄橙
10 YR 7/3

推定口径 14 cm、 推
定体部径 20.8 cm、

写真 23

第 司5図 2
1号住居跡、埋
土西区

土師器甕

ハケメ→ ヨヨナデ、
ハケメ→ケズ リ、灰
黄褐 刊O YR6/2

ヨコナデ、ヘラナデ、
黒N2/

甑の可能性あり、推
定回径 23 2 crn

第 司5図 3
1号住居跡、埋
土北区

土師器甑
ヨコナデ、ハケメ→

ケズリ、橙 5 YR6/6
↓

り

ＹＲ

ズ
５

ケ
７
．

橙ヽ

デ

　

ヽ

ナ
キ『り腑

推定口径 28 cm

第 15図 4 1号住居跡、埋
土南東区

土師器甑
ハケメ、ケズ リ、に
ぶい黄橙 刊O YR 7/3

ミガキ、ケズリ、に
ぶい黄橙 10 YR 6/3 推定底径 10 cm

第 15図 5
司号住居跡、貼
床東側、S K 02

土師器郭
ロクロナデ、ケズリ
橙 7 5YR7/6

ロクロナデ、橙 7.5
YR 6/6

推定回径 司0.2 cm、

推定器高 3.7 cm

第 15図 6
刊号住居跡、埋
土東区

須恵器壺
ロクロナデ、灰 7.5
Y6/1

ロクロナデ、灰 5Y
6/1 推定口径 16 cm

第 15図 7
1号住居跡、埋
土東区

須恵器高郭
ロクロナデ、円窓2対、
灰 7.5Y6/司

ロクロナデ、灰 10Y
5/1 直径 3 cm、 写真 24

第 15図 8
2号住居跡、埋

土
土師器邦

ヨコナデ、軽いケズリ、
橙 7.5YR7/6 ミガキ、橙 5 YR 6/6

口径 16 cm、 器高 3.

9 cm

第 15図 9
2号住居跡、埋
土

竃支脚
ナデツケ、マメツ、
明褐 7.5 YR5/6 橙 5 YR 6/6

残存高 10.8 cm、 最
大径 3.9 cm、 中実

出土遺物観察表 (7)

盟版番号 出■位置tl層1位 種
―
1男 1 外面の特徴 内面の特徴 鶴 考

第 25図 1
弥陀内遺跡、T司
3層

中世陶器甕か

堅
叩き目 ミガキ 渥美産、写真 20の 1

第 25図 2
地点②大畑遺跡
Tl、 2層 高台付郭

ロクロナデ、底面は
回転糸切 り

黒色処理、ヘラミガ

キ
底径 7 7cm、 残存高
2.8 cm

第 25図 3 地点③大畑遺跡、
T司 、1層

土師器甕 荒いナデ ナ デ
底径 6 5cm、 残存高
2.2 cm

第 25図 4 地点③、 7つ 番
大畑遺跡、表土

中世陶器甕か

配 、

ナ デ ナ デ 在地産、写真 20の 2

第 25図 5
77番大畑遺跡、
Tl、 1層

近世陶器、摺 り
鉢

一部に鉄釉 摺 り目 岸窯 ?写真 20の 3

第 25図 6 下館遺跡、 1号
竪穴住居跡埋土、

土師器郭 ロクロナデ 黒色処理、ヘラミガキ
口径 12.司 cm、 残存
高 3.8 cm

第 25区 7
下館遺跡、司号目
穴住居跡埋上、

土師器不
ロクロナデ、底面は

回転糸切 り
黒色処理、ヘラミガキ

底径 6 6cm、 残存高
2 cm

第 25図 8 下館遺跡、1号星
穴住居跡埋上、

土師器郭 ロクロナデ 黒色処理、ヘラミガ去
口径 12 cm、 残存高
4 cm

第 25図 9 下館遺跡、表採 土師器甕 ロクロナデ 横ナデ

第 25図 10
下館遺跡、土坑
1埋土

須恵器甕 叩き目→ ロクロナデ 叩き目→ ロクロナデ
推定口径 19.8 cm、

残存高 8 3cm

出土遺物観察表 (3)

区版番号 出1上位置、1層1位 種 ■1男1 特 徴 備 考

第 26図 1
田中遺跡、Tl
l層

銅貨
文久通宝、 1司 波、直径 2 7cm、 孔径
0.7cm、 重量 3.5g

第 26区 2
下館遺跡、 T司

2層
土鈴 残存長 3.3 cm、 残存幅 4.2 cm、 重量 9g
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ぶりがな

所収遺跡名
所 在 地

コー ド ゴヒ糸革 東経
調査期間

調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

おおはた Vヽ せき

大畑遺跡

み だ うちいせき

弥陀内遺助

白石市宇東大畑

・字不澄ヶ池 。

字堂場前

04206 02262 38° 00/23〃 40° 37′ 48〃
20060308

20070329
115.00

個人住宅
建設

04206 02262 38° 00′ 33〃 140° 37′ 41〃

20070604

20070605
170.00 住宅地造

成

04206 02262 38° 00/38〃 140° 37′ 45″

20071112

20080209
31.00 共同住宅

建設

04206 02262 38° 00′ 30〃 140° 37′ 42
20071220

20071221
9.70 宅地造成

04206 02262 38° 00′ 33〃 140° 37′ 34 20080131 18.86
個人住宅
建設

白石市宇十王堂前 04206 02263 38° 00′ 42〃 140° 37/44カ 20070424 35,00 居宅建築
工事

しもだてレヽせき

下館遺跡
白石市福岡深谷字

下館
04206 02307 38° 01′ 49〃 140° 37′ 02カ 20070518 56.30

個人住宅
建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大畑遺跡
散布地

・官衛

弥生・奈

良 。平安
・中世。近

世 。近代

掘建柱建物跡 2、 竪

衣住居跡 4、 土坑 18

溝跡 3、 ピット4、

遺物包含層 2

土師器、須恵器、石
器 (礫石器、砥石、
防錘車 )、 切石、鉄器、
鉄滓、中世陶器、 (吉

頼戸、毘沙門 。赤川、
東北、白磁、青磁、
三筋孟 中国産白磁 ?)、

近世陶磁器 (大堀相馬、
lE前 )、 寛永通宝、近
代陶磁器 (洋食器 )、

弥生土器

関東系土師器、12世紀代陶磁

器が出上した。土師器は 7世

紀～ 8世紀

亦陀内遺功 散布地
奈良・平
安・中世

ピット3基、土坑

1基
中世陶器 (渥美、瀬

戸美濃)、 土師器
12世紀代の陶器が出土した。

下館遺跡
散布地、

城館跡、

製鉄

奈良、平
安

竪穴住居跡 1基、土

坑 2基、ピット7基
土師器、須恵器、土鉾 土鈴が出土した。

要  約
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写 真 図 版
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写真1大畑遺跡 地点① SD01.02(東から)

写真3大畑遺跡地点① SK06完掘状況 (西から)

写真2大畑遺跡 地点① SD03(南から)

写真4大畑遺跡 地点① SK01断面 (西から)

写真5大畑遺跡地点① SK13断面 (南から)
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写真6大畑遺跡 地点① SK14断面 (北から)



写真フ 大畑遺靡 地点① l号竪穴住居跡 (南から)

写真9下館遺跡 T2東壁

写真8弥陀内遺跡 T2全景 (南から)

写真10下館遺跡 T2土坑2(南から)

写真11大畑遺跡 地点② 堀立柱建物跡 (南から)
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写真12大畑遺跡 地点② l号竪穴住居跡



写真13大畑遺閉 地点③ トレンチ全景 (東から)

写真15大畑遺跡 地点⑥ ピット2

写真14 大畑遺跡 地点③ ビット検出状況

写真16大畑遺跡 出土遺物 (1)

|||||||||||||||||■          |||li

写真 18大畑遺赫 出土遺物 (3)写真17大畑遺闘 出土遺物 (2)
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写真22大畑遺跡 出土遺物 (6)

写真19大畑遺跡 出土遺物 (4)

写真21大畑遺跡 出上遺物 (5)

写真24大畑遺跡 出土遺物 (8)
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写真23大畑遺跡 出土遺物 (7)



白石市文化財調査報告書 第 31集

市内遺跡発掘調査報告書Ⅲ

平成 20年 3月 28日 印刷

平成 20年 3月 31日 発行

編集・発行 白石市毅育委員会

〒989-0206 白石市宇寺屋敷前25番地6

電話 :0224(22)1343

印 属J(株)不忘印用J所

〒989-0273 白石市宇中町25

電話 :0224(26)2070




